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会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟　
毎
日
午
前
６
時　
分
～
７
時
、

１０

ひ
ば
り
が
丘
団
地
南
公
園
・
滝
山

公
園
・
向
台
広
場
な
ど
６
カ
所
で
。

会
費
年
１
２
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
、
練
功

十
八
法
を
身
に
付
け
健
康
維
持
。

詳
し
く
は 
對
馬 
☎
４
７
１
・
５
７

つ
し
ま

４
２
へ
。

　
◆
ら
く
ら
く
英
会
話　
月
４
回
。

水
曜
日
午
前　
時
～
正
午
、
男
女

１０

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０

円
。
イ
ギ
リ
ス
人
講
師
に
よ
る
、

や
さ
し
い
英
会
話
ク
ラ
ス
。
詳
し

く
は
大
谷
☎
４
７
４
・
６
２
３
４

へ
。
　
◆
朗
読
ひ
ま
わ
り　
第
１
・
第

３
金
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見

学
可
。
一
緒
に
声
を
出
し
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
坂
田
☎
４
７
２
・

９
６
０
４
へ
。

　
◆
健
康
ヨ
ガ
す
ず
ら
ん
の
会　

月
４
回
。
水
曜
日
午
前　
時
～　

１０

１１

時
半
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東

本
町
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
１
５
０
円
。
ヨ
ガ
・
ス

ト
レ
ッ
チ
・
ツ
ボ
・
深
い
呼
吸
法

で
体
を
温
め
、
内
か
ら
健
康
に
し

ま
す
。
体
験
可
。
詳
し
く
は
小
林

☎
４
７
４
・
１
６
６
３
へ
。

催

し

　
◆
映
画
上
映「
あ
ん
」（
新
日
本

婦
人
の
会
東
久
留
米
支
部
映
画
上

映
委
員
会
）　
３
月　
日（
祝
）①

２０

午
前　
時
半
～
午
後
０
時
半
②
午

１０
後
２
時
～
４
時
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１
０
０

０
円（
当
日
は
１
１
０
０
円
）、障

害
者
・
小
学
生
～
高
校
生
は
８
０

０
円
。
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

詳
し
く
は
小
林
☎
４
７
４
・
８
０

２
４
へ
。

　
◆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
リ
ト

ミ
ッ
ク
く
ら
ぶ
）　
２
月　

日
１９

（
金
）、
０
歳
～
１
歳
児
が
午
前

９
時
半
か
ら
、
２
歳
児
が　
時
半
１０

か
ら
、
３
歳
児
が　
時
半
か
ら
、

１１

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費

５
０
０
円
。
詳
し
く
は
、
よ
つ
や

☎
０
８
０
・
６
５
５
６
・
３
４
７

８
へ
。

　
◆
ピ
ア
ノ
デュオ Ｍ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ 

マ
ル
ガ
リ
ー
タ

（ 
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ 
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）　
２
月

ハ
ナ

　
日
（
土
）
午
後
１
時
開
演
（
０

２７時
半
開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
入
場
料
２
０
０
０
円
。
剣

の
舞
な
ど
聞
き
覚
え
の
あ
る
曲
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

 
屋
敷 
☎
０
８
０
・
５
３
７
３
・
４

や
し
き

３
７
２
へ
。

　
◆
ぶ
ん
こ
ま
つ
り
（
東
久
留
米

地
域
文
庫
親
子
読
書
連
絡
会
）　

３
月　
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

１３
（
１
時　
分
開
場
）、
中
央
図
書

４５

館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
無

料
。
楽
し
い
お
話
、
人
形
劇
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
。
幼
児
か
ら
。

親
子
で
。
詳
し
く
は
菅
原
☎
４
７

２
・
３
９
１
９
へ
。

　
◆
英
語
で
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

（
ウ
ラ
ウ
ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）

　
２
月　

日
（
木
）、
３
月
１
日

２５

（
火
）
の
い
ず
れ
も
午
後
３
時
～

４
時
半
、
滝
山
団
地
入
口
バ
ス
停

前
の
ビ
ル
１
階
（
前
沢
五
丁
目
）

で
。
参
加
費
１
０
０
０
円
。
お
茶

と
お
菓
子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
英

会
話
。初
級
者
定
員
６
人
。要
申
し

込
み
。
詳
し
く
は
浦
崎
☎
０
９

０
・
６
１
８
４
・
６
４
３
７
へ
。

　
こ
こ
は
、
柳
窪
に
あ
る
「
野

崎
美
術
館
」
で
す
。
美
術
館
の

入
り
口
に
あ
る
大
き
な
ケ
ヤ
キ

は
、
昭
和　
年
に
保
存
樹
木
に

４９

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
美

術
館
の
周
り
は
畑
で
し
た
が
、

今
で
は
開
発
が
進
み
住
宅
地
と

な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
秋
に
な
る
と
、
こ
の
大

木
の
葉
が
た
く
さ
ん
落
ち
る
の

で
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
所
有
者
の
野
崎

さ
ん
は
落
ち
葉
掃
き
を
欠
か
し

ま
せ
ん
。
ま
た
周
囲
の
住
宅
の

方
も
、「
こ
の
木
の
あ
る
風
景

が
好
き
で
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
」
と
、
落
ち
葉
掃
き
に
協
力

し
て
く
れ
る
そ
う
で
、
野
崎
さ

ん
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
保
存
樹
木
の
所
有
者
の
多
く

は
、
落
ち
葉
へ
の
対
応
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
が
、
周
囲
の
方
々

も
困
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

樹
木
の
維
持
管
理
は
所
有
者
の

責
務
で
す
が
、
こ
の
美
術
館
の

樹
木
の
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
大
切
に
し
て
い
け

る
の
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
ね
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

【樹　種】　
ケヤキ・ヒイラギ

【所在地】　柳窪四丁目

　
広
報
紙
に
掲
載
す
る
「
市
民

伝
言
板
」の　
年
度
前
期
分（
４

２８

月　
日
号
～　
月
１
日
号
掲
載

１５

１０

分
）
の
申
し
込
み
を
、
３
月
１

日
（
火
）
午
前
８
時
半
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時
（
正
午
～
午

後
１
時
と
祝
日
を
除
く
）
に
、

直
接
秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４

階
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
も
先
着
順
で
受
け
付

け
ま
す
（
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　
※
申
込
用
紙
は
、
同
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。

　
【
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
主
な
内
容
】
政
治
活
動
（
政

治
活
動
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
の

あ
る
場
合
も
含
む
）
を
目
的
と

し
た
も
の
▼
宗
教
活
動
（
宗
教

活
動
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
の
あ

る
場
合
も
含
む
）
を
目
的
と
し

た
も
の
▼
営
利
活
動
を
目
的
と

し
た
も
の
▼
売
名
行
為
を
目
的

と
し
た
も
の
▼
動
植
物
な
ど
の

売
買
、
交
換
な
ど
（
無
償
も
含

む
）
を
目
的
と
し
た
も
の
▼
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
構
成
員
相
互
の

連
絡
、
同
窓
会
の
告
知
を
目
的

と
し
た
も
の
▼
求
職
・
求
人
を

目
的
と
し
た
も
の

　
【
ご
注
意
】原
稿
受
け
付
け
の

締
め
切
り
日
は
、
各
号
発
行
日

の　
日
前
（
閉
庁
日
に
当
た
る

２０
場
合
は
次
の
開
庁
日
）
で
す
▼

掲
載
回
数
は
、
１
団
体
に
つ
き

「
会
員
募
集
」「
催
し
」を
合
わ

せ
て
半
年
に
２
回
ま
で
（
年
４

回
）
で
す
▼
同
一
団
体
の
掲
載

は
「
会
員
募
集
」「
催
し
」
の
別

に
関
係
な
く
、
２
号
以
上
間
を

空
け
て
く
だ
さ
い
▼
利
用
で
き

る
団
体
は
、
原
則
と
し
て
市
内

で
活
動
す
る
団
体
と
し
、
連
絡

先
は
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま

す
▼
講
師
や
指
導
者
に
よ
る
生

徒
募
集
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
同
課
広
報
係
☎
４

７
０
・
７
７
０
８
へ
。

　

年
中
の
火
災
状
況（
速
報
値
）

２７
　
　
年
中
の
東
京
消
防
庁
管
内
の

２７
火
災
件
数
は
４
４
３
２
件
で
、
前

年
と
比
べ
３
７
３
件
減
少
し
ま
し

た
。
市
内
の
火
災
件
数
は　
件
で
、

２４

前
年
と
比
べ
る
と
３
件
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
市
内
で
発
生
し
た
火
災
原
因
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
、
電
気
や
電

気
製
品
に
関
わ
る
も
の
で
、
６
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ド
や

タ
ッ
プ
・
プ
ラ
グ
・
コ
ン
セ
ン
ト

に
起
因
す
る
火
災
は
、
火
を
使
っ

て
い
る
意
識
が
な
い
た
め
、
火
災

に
気
付
き
に
く
く
危
険
で
す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
①
プ
ラ
グ
は

コ
ン
セ
ン
ト
に
し
っ
か
り
と
差
し

込
む
②
コ
ー
ド
は
家
具
の
下
敷
き

に
し
な
い
③
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、

折
り
曲
げ
て
使
用
し
な
い
④
プ
ラ

グ
が
変
形
し
て
い
な
い
か
、
ほ
こ

り
が
た
ま
っ
て
い
な
い
か
を
定
期

的
に
点
検
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
や
電
気

　
市
内
の
農
業
者
で
組
織
す
る
東

久
留
米
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
で

は
、
恒
例
の
「
親
子
農
業
体
験
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
の
親
子
を
対
象
に
、
農
業

体
験
を
通
し
て
、
農
作
業
の
行
程

や
収
穫
の
喜
び
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
都
市
部
に
残
る
緑

の
重
要
性
や
農
業
の
大
切
さ
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
を
込
め
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

みどり東京・温暖化
防止プロジェクト　
市区町村助成金事業

　
今
年
も
前
回
好
評
だ
っ
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
育
て
ま
す
。
種
植
え
か

ら
収
穫
ま
で
の
作
業
を
３
月
～
６

月
に
か
け
、
３
回
に
分
け
て
体
験

し
ま
す
。
収
穫
物
は
持
ち
帰
り
で

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
農
家
の
皆

さ
ん
と
触
れ
合
い
、
東
久
留
米
の

農
業
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
程
】
３
月　
日
（
土
）
開
会

１２

式
・
種
植
え
な
ど
▼
４
月　

日
２３

（
土
）
芽
か
き
・
除
草
な
ど
▼
６

月　
日
（
土
） 
収
穫
・
清
掃
な
ど

１８

コ
ー
ド
の
周
り
に
は
、
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

年
中
の
救
急
出
場（
速
報
値
）

２７
　
　
年
中
の
東
京
消
防
庁
管
内
の

２７
救
急
出
場
件
数
は　
万
９
８
５
３

７５

件
で
、
前
年
よ
り
２
２
９
９
件
増

加
し
、
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
救
急
出
場
件
数
は
５
６

６
８
件
で
、
前
年
と
比
べ
１
７
８

件
増
加
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
救
急
要
請
が
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。
適
正
な
救
急
車
の

利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

は
、「
春
の
火
災
予
防
運
動
」週
間

で
す
。
こ
の
機
会
に
防
災
訓
練
に

参
加
す
る
な
ど
、
防
火
・
防
災
に

関
す
る
意
識
や
行
動
力
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
同
署
予
防
課
防
火
査

察
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

　
※
い
ず
れ
も
午
前
９
時　
分
集

５０

合
、　

時
作
業
開
始
、
正
午
終
了
。

１０

雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
。

　
【
場
所
】南
沢
一
丁
目　
番
先　

１４

　
【
対
象
】市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
で
、
会
場
ま
で
徒

歩
・
自
転
車
で
集
合
で
き
る
方

　
【
定
員
】　

組（
応
募
者
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
）

　
【
参
加
費
】１
組
５
０
０
円（
保

険
代
な
ど
）

　
【
持
ち
物
】
園
芸
用
シ
ャ
ベ
ル
、

軍
手
、
タ
オ
ル
、
長
靴
、
帽
子

　
※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
。

　
申
し
込
み
は
２
月　
日
（
火
）

１６

午
前
８
時
半
か
ら
電
話
で
、
産
業

政
策
課
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
つ
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な
経
験
を

生
か
し
て
、
講
座
を
開
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
講
座
を
通
し
て
市
民
同

士
の
学
び
合
い
の
場
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
【
開
講
期
間・回
数
】
６
月
～
７

月
。
全
３
回
ま
た
は
１
回
の
い
ず

れ
か
の
回
数
を
選
択

　
【
会
場
】原
則
と
し
て
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

　
【
講
座
内
容
】分
野
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
対
話
型
・
参
加
型
・
実
践

型
で
運
営
す
る
も
の
に
限
り
ま
す

（
特
定
の
政
党
、
宗
教
、
営
利
活

動
に
関
わ
る
も
の
は
開
講
で
き
ま

せ
ん
）

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住・在
勤・

在
学
の
方
で
、
講
座
の
運
営
が
で

き
る
方
。
１
人
１
講
座
ま
で

　
【
受
講
者
数
】　
人
～　
人
の
範

１０

３６

囲
で
相
談
の
上
、
決
定

　
【
講
師
謝
礼
】
１
講
座
当
た
り
、

３
回
コ
ー
ス
が
７
５
０
０
円
、
１

回
コ
ー
ス
が
２
５
０
０
円

　
【
選
考
方
法
】提
出
し
て
い
た
だ

い
た
企
画
書
な
ど
を
基
に
選
考
し

ま
す
　
申
し
込
み
は
３
月　
日
（
金
）

１１

ま
で
に
（
必
着
）、
市
文
化
協
会

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）
事
務

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
「
環
境

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
す
。
環
境
に
つ
い
て
感
じ
て

い
る
こ
と
、
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
対
象
】　

年
４
月
１
日
現
在
、

２８

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中
学
生

　
【
作
品
テ
ー
マ
】「
地
球
温
暖
化・

省
エ
ネ
」「
水
・
緑
・
生
き
物
」

「
ポ
イ
捨
て
・
ご
み
問
題
」
な
ど

　
【
規
格
】四
つ
切
り（　
㌢
㍍×  

３８

　
㌢
㍍
）
の
画
用
紙
１
枚

５４
　
【
描
き
方
】
水
彩
、
油
絵
、
ク
レ

ヨ
ン
、
は
り
絵
な
ど

　
【
応
募
方
法
】４
月
１
日（
金
）～

８
日
（
金
）
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
裏

面
に
４
月
１
日
現
在
の
学
校
名
・

学
年
・
組
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
記
入
の
上
、
市
内
在
学
の
方
は

学
校
を
通
じ
て
、
市
外
に
通
学
の

方
は
環
境
政
策
課（
市
役
所
５
階
）

へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
【
入
賞
作
品
】
最
優
秀
（
小・中

学
生
各
１
点
）、
優
秀
（
８
点
）、

佳
作
（　
点
）
の
各
賞

２０

　
※
入
賞
者
に
は
表
彰
状
と
賞
品
、

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

　
【
作
品
の
掲
載
な
ど
】入
賞
者
は

広
報
紙
で
紹
介
、
入
賞
作
品
は
６

月
に
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に

掲
示
す
る
予
定
で
す
。
最
優
秀
・

優
秀
の
各
作
品
は
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
案
内
用
ポ
ス
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で

す
　
※
入
賞
し
な
か
っ
た
作
品
の
一

部
を
、
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

会
場
（
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
）
に

掲
示
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
掲

示
の
有
無
に
関
す
る
通
知
は
行
い

ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
毎

年
６
月
の
環
境
月
間
に
開
催
す
る

市
内
最
大
規
模
の
環
境
イ
ベ
ン
ト

で
、
今
年
で　
回
目
を
迎
え
ま
す
。

２０

　
前
回
は
、　

を
超
え
る
事
業

４０

者
・
団
体
・
学
校
な
ど
の
皆
さ
ん

が
出
展
し
ま
し
た
。
日
頃
の
環
境

に
関
す
る
活
動
や
取
り
組
み
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
呼
び
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
対
象
】テ
ー
マ「
の
ぞ
い
て
み

よ
う
よ
～
自
然
・
ま
ち
・
人
の 
環 わ

～
」
に
沿
っ
た
、
環
境
に
関
す
る

展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
可
能

な
、
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
市

内
に
事
業
所
を
有
す
る
団
体
・
事

業
者
・
学
校
な
ど

　
【
応
募
資
格
】次
の
全
て
に
参
加

で
き
る
こ
と
。
①
事
前
説
明
会

（
５
月　
日
〈
火
〉
午
後
７
時
か

１７

ら
２
時
間
程
度
。
市
役
所
で
）
②

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
日

（
６
月　
日
〈
土
〉・　
日
〈
日
〉）

１１

１２

と
準
備
（　
日
〈
金
〉
午
前
）

１０

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
他

　
【
出
展
ブ
ー
ス
】展
示
の
場
合
は
、

１
出
展
者
に
つ
き
パ
ネ
ル
１
枚

（
展
示
面
＝
縦
１
１
０
㌢
㍍×  

横
１
８
０
㌢
㍍
）と
長
机
１
台（
縦

×

　

㌢
㍍ 
横
１
８
０
㌢
㍍
）。
イ

６０ベ
ン
ト
実
施
を
希
望
の
場
合
は
、

事
前
に
内
容
な
ど
を
ご
相
談
く
だ

さ
い
　
※
各
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
限

り
が
あ
る
た
め
、
調
整
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
３
月
４
日
（
金
）

ま
で
に（
必
着
）、自
由
書
式
ま
た

は
２
月　
日
（
月
）
か
ら
環
境
政

１５

策
課
（
市
役
所
５
階
）
で
配
布
す

る
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
）

に
「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
展

希
望
」
と
明
記
し
、
団
体
（
個
人
）

名
・
代
表
者
名
・
担
当
者
名
（
ふ

り
が
な
）・
所
在
地
（
住
所
）・
電

話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
お
持
ち
の
方
）・
出
展
テ
ー
マ

（　
字
以
内
）、
出
展・催
事
内
容

１５
（
簡
潔
に
）、「
ち
ょ
こ
ボ
ラ
」
参

加
の
有
無
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
環
境
政

策
課
宛
て
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

kankyoseisaku@
city.hi

（              
       g  

ashikurum
e.lg.jp

         
       
）、
フ
ァ
ク

ス
（
４
７
０
・
７
８
０
９
）
で
送

信
、
ま
た
は
直
接
同
課
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

　
今
年
も
市
、
田
無
警
察
署
お
よ

び
関
係
団
体
の
共
催
に
よ
る
「
新

入
学
児
童
・
高
齢
者
交
通
安
全
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
信
号
の
見
方
や
交
差
点
の
渡
り

方
の
実
践
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ

て
の
飛
び
出
し
事
故
・
巻
き
込
み

事
故
の
再
現
実
演
や
人
形
劇
を
通

し
て
、
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
事
故

の
危
険
を
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
参
加
賞
も
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
【
日
時
】
４
月
５
日
（
火
）
午
後

１
時
半
～
４
時

　
【
会
場
】東
久
留
米
自
動
車
教
習

所
（
本
町
１
ノ　
ノ　
、
☎
４
７

１６

４５

１
・
２
９
１
５
）

　
※
雨
天
時
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。
当
日
午
前

　
時
以
降
に
、
同
教
習
所
へ
問
い

１０合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
】新
入
学
児
童
と
高
齢
者

　
申
し
込
み
は
、
①
新
入
学
児
童

は
、
各
小
学
校
で
開
催
す
る
「
新

１
年
生
保
護
者
説
明
会
」
で
配
布

す
る
参
加
申
込
書
に
、
保
護
者
の

氏
名
・
入
学
す
る
学
校
名
・
新
入

学
児
童
の
ほ
か
に
同
伴
す
る
お
子

さ
ん
の
人
数
②
高
齢
者
は
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・
７
８

d

０
９
）
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（ o  

rokeikaku@
city.higashikuru

          
                m  

e.lg.j

      p  
）
で
道
路
計
画
課
へ
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
参

加
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
道
路
交
通
計
画

係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８
へ
。

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」（
東
京
都

市
町
村
民
交
通
災
害
共
済
）
の　
２８

年
度
（
４
月
１
日
～　
年
３
月　

２９

３１

日
）
分
の
加
入
受
け
付
け
を
、
２

月　
日
（
月
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

１５
　
同
共
済
は
、
都
内
の　
市
町
村

３９

が
共
同
で
運
営
す
る
共
済
制
度
で
、

会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
け
が
な

ど
を
負
っ
た
場
合
に
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
出
し
合
っ
た
会
費
か
ら
見

舞
金
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
今
号
の
広
報

紙
に
折
り
込
ん
だ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
加
入
資
格
】　
年
４
月
１
日
に

２８

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
、
ま

た
は
会
員
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
て
、
就
学
の
た
め
都
の
市
町
村

外
に
在
住
の
方

　
【
会
費
】Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
１
０

０
０
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見

舞
金
▼
Ｂ
コ
ー
ス
＝

年
額
５
０
０
円
で
最

高
１
５
０
万
円
の
見

舞
金
。　
※
い
ず
れ
の

コ
ー
ス
も
、
会
員
が

交
通
災
害
で
死
亡
し

た
と
き
に
、
中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
が
い
る
場
合
は
、
年
額　
万
１０

２
０
０
０
円
の
交
通
遺
児
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
市
内
の
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）
お
よ

び
道
路
計
画
課
（
市
役
所
５
階
）、

上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の

各
連
絡
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

出
張
・
臨
時
受
付
窓
口
を

開

設

し

ま

す

　
東
京
都
市
町
村
総
合
事
務
組
合

主
催
の
出
張
・
臨
時
受
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
【
日
時
】
３
月
５
日
（
土
）
午
前

　
時
～
午
後
４
時

１０
　
【
会
場
】①
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
②
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
久
留
米

１
階
サ
ウ
ス
コ
ー
ト
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
横

　
詳
し
く
は
同
課
道
路
交
通
計
画

係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８
へ
。

　
市
内
の
交
通
死
亡
事
故
件
数
は
、

　
年
中
は
０
件
で
し
た
が
、　

年

２６

２７

中
に
は
４
件
も
発
生
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
　
年
に
発
生
し
た
４
件
の
事
故

２７
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
①
２
月
５
日
午
後
０
時
半
ご
ろ
、

ト
ラ
ッ
ク
と
自
転
車
の
接
触
に
よ

り
、
自
転
車
の　
歳
代
男
性
が
亡

６０

く
な
り
ま
し
た

　
②
２
月
６
日
午
前　
時
２
分
ご

１１

ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
と
自
転
車
の
接
触

に
よ
り
、
自
転
車
の　
歳
代
女
性

８０

が
亡
く
な
り
ま
し
た

　
③
４
月
２
日
午
後
３
時　
分
ご

５０

ろ
、
乗
用
車
と
バ
イ
ク
の
接
触
に

よ
り
、
バ
イ
ク
の　
歳
代
男
性
が

３０

亡
く
な
り
ま
し
た

　
④
７
月　
日
午
前
６
時
ご
ろ
、

３１

ワ
ゴ
ン
車
と
自
転
車
の
接
触
に
よ

り
、
自
転
車
の　
歳
代
男
性
が
亡

５０

く
な
り
ま
し
た

　
４
人
の
犠
牲
者
の
う
ち
３
人
が

自
転
車
乗
用
中
の
頭
部
損
傷
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
故

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

れ
ば
被
害
を
軽
減
で
き
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
自
転
車
に
乗
る
際
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
市
内
で
も
、
マ
ナ
ー
の
悪

い
自
転
車
を
見
掛
け
ま
す
。
自
分

の
身
を
守
る
た
め
に
も
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市
道
路
計

画
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
４
７

０
・
７
７
６
８
へ
。

　
２
月　
日
（
月
）
か
ら
都
営
住

１５

宅
の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
（
高
齢
者
集

合
住
宅
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
　
【
募
集
住
戸
】単
身
者
向
け　
前

沢
二
丁
目
（
前
沢
２
ノ
６
）
＝
１

戸
（
１
Ｄ
Ｋ
）、
柳
窪
三
丁
目
（
柳

窪
３
ノ
３
）
＝
２
戸
（
１
Ｄ
Ｋ
）、

大
門
町
二
丁
目（
大
門
町
２
ノ　
）
１２

＝
３
戸
（
１
Ｄ
Ｋ
）

　
※
申
し
込
み
資
格
（　
歳
以
上

６５

の
単
身
者
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
・
場

所
】
２
月　

日
（
月
）
～　

日

１５

１９

（
金
） 
に
、
都
市
計
画
課
（
市
役

所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば
り
が

丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
配
布

　
申
し
込
み
は
２
月　
日
（
火
）

２３

ま
で
に（
必
着
）、募
集
案
内
に
折

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
男
女

平
等
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
フ
ィ
フ

テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
」
を
拠
点
と

し
て
、情
報
や
学
習
機
会
、団
体・

個
人
の
交
流
の
場
の
提
供
、
相
談

事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事

業
や
運
営
に
つ
い
て
、
検
討
お
よ

び
提
言
す
る
運
営
協
議
会
（
年
６

回
程
度
開
催
）
の
委
員
を
、
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
の　
歳
２０

以
上
の
方

　
【
募
集
人
数
】　

人
以
内（
書
類

１０

選
考
お
よ
び
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

面
接
は
３
月
中
旬
～
下
旬
に
実
施

予
定
）

　
【
任
期
】４
月
～　
年
３
月　
　

３０

【
応
募
方
法
】

３
月
７
日（
月
）

ま
で
に（
必
着
）、

「
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
」
に
つ
い
て
応
募
の
動

機
を
含
め
て
８
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３

儿
８
５
５
５
、
市
役
所
生
活
文
化

課
宛
て
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（seikatsubunka@
city.higash

              
           i  

kurume.lg.j

           p  
）
で
送
信
を

　
詳
し
く
は
同
課
男
女
共
同
参
画

係
☎
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

ペットの飼い主の皆さん　飼育マナーとルールの確認を

り
込
み
の
申
込
書
・
申
し
込
み
封

筒
（
宛
先
不
要
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
詳
し
く
は
同
課
計
画
調
整
担
当

☎
４
７
０
・
７
７
６
２
へ
。

所
で
配
布
中
の
市
民
講
師
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
持
参
ま
た
は
〒
２
０
３
儿
０
０

５
４
、
中
央
町
２
ノ
６
ノ　
、
生

２３

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
東
久
留
米
市
文
化
協
会
事
務
局

宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
へ
。

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

　
年
度
「
さ
を
り
織
り
講
座
」
の

２８利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
日
時
】４
月
か
ら
１
年
間
、毎

月
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前　
１０

時
～
正
午

　
【
対
象
】市
内
在
住
で
知
的
障
害

お
よ
び
身
体
障
害
を
お
持
ち
の　
１５

歳
以
上
の
方

　
【
募
集
人
員
】
若
干
名

　
【
費
用
】
材
料
費
（
実
費
）

　
申
し
込
み
は
３
月
７
日
（
月
）

か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

７
・
２
７
１
１
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　ペットは私たちの生活に癒やしや安らぎを与えてくれる大切な存在です。しかし、
一部の飼い主の無責任な行動などから、市には犬や猫の飼育マナーについての相談が
多数寄せられます。飼育マナーとルールの確認をお願いします。

正しく愛情を持って終生飼育正しく愛情を持って終生飼育をを

　ペットは共に暮らし、心を通い合わせられる命ある存在です。動物への虐待、ペッ
トの遺棄は法律で罰せられます。また誤った飼い方は、近隣の方とのトラブルを生じ
る原因にもなります。飼い主は責任と愛情を持って、終生飼育しましょう。

身元の表身元の表示示

　迷子になったペットが、飼い主の元に戻れないケースは少なくありません。飼い主
の責任の所在を明らかにし、迷子のペットの発見を容易にするためにも、犬には鑑札
を付け、猫やその他のペットには名札などを付けましょう。

災害に備え災害に備えるる

　災害が発生した場合、家が壊れたりして避難することになったときは、事情の許す
限りペットを連れて避難してください。普段から「人や他の動物を怖がらない」「嫌が
らずにケージに入る」「トイレは決められた所でする」など、しつけをしておきましょ
う。動物のための防災用品（３日以上の食事と水など）も用意しておきましょう。

散歩時のルー散歩時のルールル

　犬の散歩時は、必ずリード（引き綱）でつなぎましょう（都条例）。
また、ペットのおしっこはすぐに水で流し、ふんは持ち帰りましょ
う。市では、「東久留米市ポイ捨て等の防止及び路上喫煙の規制に
関する条例」で、飼い犬などのふんの放置を禁止しています。

猫の飼育は屋内猫の飼育は屋内でで

　最近の交通・住宅事情を考えると、猫の飼育は屋内が望ましいと言えます。猫は家
具などを利用して上下運動ができる環境があれば、家の中で飼うことができます。専
用トイレ、爪研ぎなども用意しましょう。また、猫は年２～３回出産し、すぐに増え
てしまいます。望まない猫の繁殖を防ぐためにも、不妊・去勢手術をしましょう。

飼い主のいない飼い主のいない猫猫

　不妊・去勢手術をせずに餌だけ与えていると、猫はどんどん増えてしまいます。餌
を与えている方は、次のことを心掛け、愛情と責任をもって猫に接しましょう。
　①今以上に猫が増えすぎないよう、不妊・去勢手術をしましょう
　②置き餌をせず、食べ残しは片付け、いつも清潔にしましょう
　③ふんがあれば、すぐに始末しましょう
　④近所の人たちとコミュニケーションをとり、地域から理解が
得られる努力をしましょう
　詳しくは環境政策課☎４７０・７７５３へ。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
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ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

保
存
樹
木
を
紹
介
し
ま
す
⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱⑱

「
親
子
農
業
体
験
」

「
親
子
農
業
体
験
」にに

ご
参
加
く
だ
さ

ご
参
加
く
だ
さ
いい

「
新
入
学
児
童
・
高
齢
者
交
通

安
全
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

第第　

回「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

回「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」にに

２０２０

出
展
し
て
み
ま
せ
ん

出
展
し
て
み
ま
せ
ん
かか

「
環
境
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
作

「
環
境
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品品

を
募
集
し
ま

を
募
集
し
ま
すす

交
通
事
故
の
防
止

交
通
事
故
の
防
止
にに

努
め
ま
し
ょ

努
め
ま
し
ょ
うう

交
通
災
害
共
済「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済

交
通
災
害
共
済「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」」に
ご
加
入
を

に
ご
加
入
を

　

年
度
分
を
２

年
度
分
を
２
月月　

日（
月
）か
ら
受
け
付
け
開

日（
月
）か
ら
受
け
付
け
開
始始

２８２８

１５１５

市
民
大
学
「
短
期
コ
ー
ス
」

市
民
大
学
「
短
期
コ
ー
ス
」
のの

市
民
講
師
を
募
集
し
ま

　

市
民
講
師
を
募
集
し
ま
すす

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
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地
元
の
都
営
住
宅（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）へ
のののののののののののののののののののののの

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

　

入
居
者
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす東

京
消
防
庁
東
久
留
米
消
防
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ーー

「
さ
を
り
織
り
講
座
」の
利
用
者
を
募
集

掲
載
原
稿
は
、３
月
１
日（
火
）か
ら

受
け
付
け
ま
す

　

年
度
前
期
分
の
「
市
民
伝
言
板
」

２８


